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算　数
［50分］

［注意事項］
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　9.6 −   0.25 ＋ 3 × 
11
12
   − 0.8 ÷ 

4
7
 ＋ 
9
5
　を計算しなさい。

（ 2）　 1＋
1

1 ＋
1

1 ＋ 
1
2

　は、次のように計算します。

　 1＋
1

1 ＋
1

1 ＋
1
2

 ＝ 1 ＋
1

1 ＋
1
3
2

 ＝ 1 ＋
1

1 ＋
1 × 2
3
× 2

2

 　

		  ＝ 1 ＋
1

1 ＋
2
3

 ＝ 1 ＋
1
5
3

 ＝ 1 ＋
1 × 3
5
× 3

3

		  ＝  1 ＋
3
5
 ＝ 1

3
5

	 このとき、次の □ に入る数を求めなさい。
	 ただし、 □ には １〜 ９の整数のいずれかが入ります。

	 1 −
1

1 ＋
1

1 −
1
□

 ＝  3
5

（ 3 ）　 ３つの数 21
65
 ， 4
13
 ， 7
22
 を小さい順に左から並べなさい。

（ 4）　2024 年 ２ 月 ２ 日午前 ９時の 2024 時間後の日付と時刻を求めなさい。
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2　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　 ８人の生徒がテストを受けたところ、返却されたテストの点数は以下の通りでした。

58，62，56，48，72，52，66，34

　　�　ところが、ある １人の生徒の点数について、間
ま

違
ちが

って点数を ２倍にして返却したこと
がわかりました。そのため、返却された平均点が、正しい平均点より ３点高くなりまし
た。間違っていた点数と正しい点数をそれぞれ答えなさい。

（ 2）　あるクラスで １日に使用するスマートフォンの時間を調べ、下の度数分布表を作成し
ました。

スマートフォン使用時間（分）
以上　　未満

度　数（人）

0　〜　 5 3
5 　〜　10 7
10　〜　15 10
15　〜　20 6
20　〜　25 2
25　〜　30 3
30　〜　35 2
35　〜　40 1
40　〜　45 0
45　〜　50 1
合　計 35

　　�　上の度数分布表について、適切な記述であるといいきれるものをすべて選び、記号で
答えなさい。

　　　①　使用時間 30 分以上の生徒は ４人である。

　　　②　使用時間が 15 分以上 20 分未満の生徒は全体の 25 ％である。

　　　③　最も度数の大きい階級は、10 分以上 15 分未満の階級である。

　　　④　使用時間が 8分以上 18 分未満の生徒の割合は、半数以上である。

　　　⑤　半数以上の生徒は、使用時間が 12 分以下である。
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3　�　図 １のように、底面の半径の長さの比が １： ２： ３で、体積の等しい円柱の容器 A，B，
C があります。このとき、次の各問いに答えなさい。ただし、容器の厚さは考えないもの
とします。

A

B

C

図１

（ 1）　容器 A，B，C の高さの比を、この順に最も簡単な整数で求めなさい。

（ 2）　図 2のように（ 1）の A，B，C の ３ つの容器を重ねた容器を考えます。容器 A に水を
一定の量で入れ始めます。容器 A が満杯になったら容器 B に水が入り、容器 B が満杯
になったら容器 C に水が入ります。図 ３は容器 A に水が入り始めてから、容器 A が満
杯になるまでの時間と水面の高さの関係を表すグラフです。容器 B と C それぞれにはじ
めて水が入り始めてから、満杯になるまでの時間と水面の高さの関係を表すグラフとし
て最もふさわしいものを、①〜⑨の中から １つずつ選び、記号で答えなさい。

A

図２ 図 3

B

容器A
高さ

時間

C
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①
高さ

②
高さ

③
高さ

時間 時間 時間

④
高さ

⑤
高さ

⑥
高さ

時間 時間 時間

⑦
高さ

⑧
高さ

⑨
高さ

時間 時間 時間
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4　�　点 O から点 A まで、一度通った道は通らず、
また、一度通った交差点も通らないような行き
方が何通りあるかを考えます。ただし、すべて
の道を通らなくてもよいものとします。

　　�　例えば、図 １のような道のとき、

O P A

Q

Q P A

R A

R A

　　�の ４ 通りの行き方があることがわかります。このとき、次の各問いに答えなさい。

（ 1）　図 ２のとき、何通りの行き方がありますか。

（ 2）　図 3のとき、何通りの行き方がありますか。

O A O

図２ 図３

A

R

Q

O P

図１

A
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5　�　はじめとみどりの ２人が、九九について会話をしています。次の会話を読んで、各問い
に答えなさい。

　はじめ　�「九九の １の段から ９の段までの数を『工夫して』すべて足しなさいという宿題が
出たよ。」

　みどり　�「九九を次の表で考えると、白い部分の数を足しなさいということね。」

1 ２ 3 4 5 6 7 8 9
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9
2 2 4 6 8 10 12 14 16 18
3 3 6 9 12 15 18 21 24 27
4 4 8 12 16 20 24 28 32 36
5 5 10 15 20 25 30 35 40 45
6 6 12 18 24 30 36 42 48 54
7 7 14 21 28 35 42 49 56 63
8 8 16 24 32 40 48 56 64 72
9 9 18 27 36 45 54 63 72 81

　はじめ　�「そうなんだ。単に足し算して答えを求めることはできるけれど『工夫して』のとこ
ろをよく考えなさい、と先生が言っていたんだ。」

　みどり　�「何かヒントはなかったの？」
　はじめ　「それぞれの段ごとに考えると、わかりやすいと言っていたよ。」
　みどり　「 １の段の数を工夫して足してみると、どうなるのかな。」
　はじめ　�「 １ と ９ 、 ２と ８、…、わかった！  ア  × ９  ＝  イ  となるよ。」
　みどり　�「では、 ２の段や ３の段の数を足すと、どうなるのかな。」
　はじめ　「同じように考えると、 ２の段の数を足すと  ウ  × ９ ＝  エ  、
　　　　　 ３の段の数を足すと  オ  × ９ ＝  カ  になるよ。」
　みどり　�「そうね。 イ  、 エ  、 カ  の数字から、N の段の数をすべて足したもの

もすぐに計算できるね。」
　はじめ　�「わかった！N の段の数をすべて足したものを式で表すと  A  になるよ。
　　　　　� A  の式から、 １の段の数から ９の段の数までの数を工夫してすべて足すと、

B  を計算すればよいので、 キ  となるよ。」
　みどり　�「おもしろいね。では、この九九の表の中から奇数をすべて足した数も工夫して 

計算できるね。」
　はじめ　�「計算すると  ク  になるよ。」
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　みどり　�「インドでは、19 × 19 までの計算を勉強するらしいよ。九九と同じように、次の
表の白い部分をすべて足すことができるね。」

1 2 … … 19
1 1 2 … … 19
2 2 4 … … 38
…… … … … …
…… … … … …
19 19 38 … … 361

　はじめ　�「やってみるよ。 ケ  となったよ。」

（ 1）　 ア  〜  ケ  にあてはまる数を答えなさい。

（ 2）　 A  にあてはまる式を①〜⑤の中から選び、記号で答えなさい。

　　①　 ア  × N	 ②　 イ  × N　　　　  ③　 ア  ×  イ  × N

　　④　 ア  ×  ア  × N	 ⑤　 イ  ×  イ  × N

（ ３ ）　 B  にあてはまる式を①〜⑥の中から選び、記号で答えなさい。

　　①　 ア  ×  ア 	 ②　 ア  ×  イ  

　　③　 イ  ×  イ 	 ④　 ア  ×  イ  ×  ウ  

　　⑤　 ア  ×  ア  ×  イ  	 ⑥　 ア  ＋  イ  ＋  ウ  
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1 　金魚について、後の問いに答えなさい。

問 １　金魚はメダカと同じ心臓のつくりをしています。心ぼうの数と心室の数をそれぞれ答
えなさい。

問 ２　金魚は卵で生まれます。卵からかえったばかりの子は、写真 １のように腹に小さなふ
くろを持っています。メダカの子もこのふくろを持ち、その役割は金魚のふくろと同じで
す。このふくろに入っているものは何ですか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

写真 １

小さなふくろ

ア．プランクトン　　　イ．ふん　　　ウ．栄養分　　　エ．砂

問 ３　金魚の体をよく見ると、写真 ２のように矢印で示した部分に点線が見えます。金魚は
ここで水流の変化や音を感じることができます。この点線の名まえを答えなさい。

写真 ２

点線
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問 ４　金魚のオスとメスを見分けるには、えらぶたに白い点（追
おい

星
ぼし

といいます）があるかない
かを調べます。写真 ３のように白い点があるとオスです。メダカはどのようにしてオス
とメスを見分けますか。正しい文を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

写真 ３

えらぶたに白い点がある

ア．背びれに切れこみがあるとメスで、切れこみがないとオス。
イ．しりびれに切れこみがあるとオスで、切れこみがないとメス。
ウ．尾びれの形が平行四辺形に近いとオスで、三角形に近いとメス。
エ．しりびれの形が平行四辺形に近いとオスで、三角形に近いとメス。

　　金魚は水中の酸素を使って呼吸しています。農大一中一高の生物部が行った実験とその結
果について以下の問いに答えなさい。
　　写真 ４のような状態で、金魚にとって十分な酸素量が保たれているのかを調べてみました。
なお、実験を行った期間中の水温は常に20℃に保たれており、実験 １・ ２・ ３では実験中に
金魚に餌

えさ

は与えていません。

写真 ４
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　実験 １【方法とその結果】
　　写真 ４のような状況を再現するために、底面直径10cm、高さ 7 cmの円柱状の容器に400mL
の水を入れ、そこに体重20ｇの金魚を入れ、水中の酸素量を調べました。結果はグラフ １の
とおりです。なお、縦

たて

軸
じく

の水中の酸素量は、高くなるほど酸素量が多いことを示し、危険値
を下回ると金魚の生存が危うくなるものとします。また、（　　　A　　　）ものを用意し、そ
の水中の酸素量を測定したところ、酸素量は測定開始から常に一定で、グラフ １の酸素量の
変化は金魚によってもたらされたものであることがわかりました。

危
険
値

測定時間〔分〕
15 4530 600

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

グラフ １

問 ５
（ １）　この実験結果について、正しい文を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア．�15分後の水中の酸素量は危険値よりも低く、この酸素量では金魚が生きていくこ
とはできない。

　イ．�60分後には、最初の酸素量と比べて1/10になっていて、この酸素量では金魚が生
きていくことはできない。

　ウ．�55分後の水中の酸素量は危険値よりも高く、この酸素量では金魚が生きていくこ
とはできない。

　エ．�55分後の水中の酸素量は危険値よりも低く、この酸素量では金魚が生きていくこ
とはできない。
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（ ２）　下線部について、Ａに当てはまるものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア．底面直径10cm、高さ 7 cmの円柱状の容器に400mLの水を入れた。
　イ．底面直径10cm、高さ14cmの円柱状の容器に800mLの水と金魚を 1匹入れた。
　ウ．底面直径10cm、高さ14cmの円柱状の容器に800mLの水と金魚を 2匹入れた。
　エ．底面直径10cm、高さ21cmの円柱状の容器に1200mLの水と金魚を 3匹入れた。
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　　次に、体重が異なる金魚を用いて実験 ２を行いました。

　実験 ２【方法とその結果】
　　実験 １と同じ容器を用いて、400mLの水に体重 4ｇの金魚を入れ、水中の酸素量を調べま
した。結果の一部はグラフ ２のとおりです。

危
険
値

　測定時間〔時〕
5 100

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

グラフ ２

問 ６　実験 １と実験 ２の結果について、正しい文を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．金魚が呼吸で使う水中の酸素量は、体が軽くなると、体が重いときに比べて少なく
なる。

イ．金魚が呼吸で使う水中の酸素量は、体が重くても軽くても変わらない。
ウ．400mLの水で体重 4ｇの金魚を飼育する場合、 1日に 1回、新しい水（実験 1・２に
用いた水と同じ酸素量を含

ふく

む水）に金魚を移すとよい。
エ．400mLの水で体重 4ｇの金魚を飼育する場合、 1日に 2回、新しい水に金魚を移す
とよい。
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　　実験 ２の結果を、実験開始から20時間後まで示したものがグラフ ３です。このグラフの丸
で囲った部分を見ると、実験開始11時間後から13時間後ぐらいまでの間に酸素量の増加が
あったことが分かります。この現象について生物部では、「金魚が水中の酸素量を増やすため
に、水面近くで泳いで水の流れを作り、水と空気をふれ合わすことで空気中の酸素を水中に
取り入れたのではないか」と仮説をたて実験 ３を行いました。

　実験 ３【方法とその結果】
　　水量と金魚の体重を実験 ２と同じにして、容器Ｘに入れて水中の酸素量を調べました。結
果はグラフ ４のとおりです。このことから、生物部の仮説が正しく、金魚の飼育に使う容器
は、水面が広く、水面近くで金魚が泳ぎやすい容器にしたほうがよいことが分かりました。

グラフ4

グラフ3

危
険
値

　測定時間〔時〕
5 1510 200

危
険
値

測定時間〔時〕
5 1510 200

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕
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問 7　実験 ３で用いた容器Ｘとして正しいものを次のア～ウから選び、記号で答えなさい。
なお、容器の向きを変えることはありません。

ア

35cm

4cm

イ

6cm

12cm

ウ

8cm

12cm

10cm
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　　生物部では次に水を増やして、実験 ２で用いた金魚の体重よりも軽い金魚を使って実験を
行うことにしました。また、魚は餌を食べると水中の酸素を使うらしいということを先生か
ら聞いたので、そのことについても調べる実験を行いました。なお、用いた容器は、底面直
径18cm、高さ10cmの円柱状の容器です。

　実験 ４【方法とその結果】
　　1200mLの水量に体重 2ｇの金魚を入れ、水中の酸素量を調べました。 1日に与える餌の
量は、20粒

つぶ

で、30分で食べきれる量でした。結果はグラフ ５のとおりです。

危
険
値

測定時間〔時〕
5 1510 200

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

グラフ ５

　実験 ５【方法とその結果】
　　1200mLの水量に体重 2ｇの金魚を入れ、水中の酸素量を調べました。 1日に与える餌の量
は、 6粒で、 3分で食べきれる量でした。結果はグラフ ６のとおりです。

危
険
値

測定時間〔時〕
5 1510 200

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

グラフ ６
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　実験 ６【方法とその結果】
　　1500mLの水に体重 2ｇの金魚を入れ、水中の酸素量を調べました。 1日に与える餌の量
は、 6粒で、 3分で食べきれる量でした。結果はグラフ ７のとおりです。

危
険
値

時間〔時〕
15 4530 600

１
Ｌ
あ
た
り
の

水
中
の
酸
素
量

〔mg〕

グラフ ７

問 8　すべての実験からわかることとして正しいものを、次のア～クから ２つ選び、記号で
答えなさい。

ア．金魚に餌を多く与えると、金魚の時間当たりの酸素消費量は減る。
イ．金魚に与える餌の量が変化しても、金魚の時間当たりの酸素消費量は変化しない。
ウ．金魚に餌を多く与えると、金魚の時間当たりの酸素消費量は増える。
エ．飼育水量が1200mLから1500mLに増えると、酸素量が危険値になるまでにかかる時
間が、水量の増加した倍率と同じ倍率で増える。

オ．飼育水量が1200mLから1500mLに増えると、酸素量が危険値になるまでにかかる時
間が、 4倍になる。

カ．体重 2 gの金魚にとって十分な酸素量を保つには、飼育水量は1200mL必要であり、
1日に与える餌の量は 6粒が適している。

キ．体重 2 gの金魚にとって十分な酸素量を保つには、飼育水量は1500mL必要であり、
1日に与える餌の量は 6粒が適している。

ク．体重 2 gの金魚にとって十分な酸素量を保つには、飼育水量は1500mL必要であり、
1日に与える餌の量は20粒が適している。
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２ 　次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。ただし、摩
まさつ

擦や空気の抵
てい

抗
こう

は考えないものと
します。

　　農太君は夏休みの課題研究として、「１６世紀の科学者ガリレオ・ガリレイ」について調べま
した。その中でも、ガリレオの「落体の法則」について特に興味をもちました。

落体の法則
　「物体が落下するときの時間は、落下する物体の重さによらない」
　この法則を証明するために、ガリレオは一定の角度の斜

しゃ

面
めん

上に小球をころがして、そ
の運動を調べたといわれています。その結果、ある一定時間に小球が斜面上を進んだ距

きょり

離
に対して、その 2倍の時間では 2× 2 = 4 倍、 3倍の時間では 3× 3 = 9 倍の距離まで進
むことがわかっています。

　　そこで、農太君はこの法則を確かめるために以下のような実験を行いました。

　　【実験】
　　図 １のように、斜面上のＡに球 １を置き、静かに手をはなすと、球 １は斜面に沿って １秒
間で2.5cm進み、４秒後にはＢを通過しました。球 1が水平面BCを 4秒間で通過したときの
時間と速さの関係を表したグラフは図 ２のようになりました。

A

球１

B C

D
図 １（コース １）

毎秒20cm

時間0 4秒

速
さ

図 ２
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問 １　BC間の距離は何cmですか。

問 ２　球 1がBC間を運動したとき、かかった時間とＢからの移動距離の関係を表すグラフと
して最も適当なものを、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

時間
0

ア

移
動
距
離

時間
0

イ

移
動
距
離

時間
0

ウ

移
動
距
離

時間
0

エ

移
動
距
離

時間
0

オ

移
動
距
離

問 ３　AB間の距離は何cmですか。

問 ４　球 1がCD間を運動したとき、かかった時間とＣからの移動距離の関係を表すグラフと
して最も適当なものを、次のア～オから選び、記号で答えなさい。

時間
0

ア

移
動
距
離

時間
0

イ

移
動
距
離

時間
0

ウ

移
動
距
離

時間
0

エ

移
動
距
離

時間
0

オ

移
動
距
離

問 ５　球 1よりも 2倍の重さの球を用いて、同様の実験を行いました。このとき、球がBC間
を運動したときの時間と速さの関係を表したグラフを描

か

きなさい。グラフの縦軸と横軸
の値は単位を含めて記入すること。
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　　次に、図 ３のようにBC間に新たな斜面（コース ２）を設置して、球を斜面上のＡに置き、静
かに手をはなすと、球は斜面に沿って運動し、Ｄまで達しました。このとき、球がＡからＤ
まで運動したときの時間と速さの関係を表したグラフは図 ４のようになりました。ただし区
間（Ⅰ）から（Ⅳ）は等

とう

間
かん

隔
かく

であるとは限りません。

A
B C

D

（Ⅰ） （Ⅱ） （Ⅲ） （Ⅳ）

図 ３（コース ２）

毎秒30cm

時間

（Ⅰ）（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅲ）（Ⅳ）（Ⅳ）

速
さ

0

図 ４

問 ６　（Ⅰ）～（Ⅳ）の斜面の形状として最も適当なものを、次のア～クの中からそれぞれ １つ
ずつ選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

オ カ キ ク

問 7　Ｃを通過したときの速さは毎秒何cmですか。また、その理由を答えなさい。

問 8　図 ３に直線のみを使って、BC間を最も短い時間で進むコースを描きなさい。
ただし、（Ⅰ）〜（Ⅳ）の各区間に直線を一本ずつ使って答えなさい。
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3 　昨年は、1923年（大正12年）9月 1日に首
しゅとけん

都圏を襲
おそ

った関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

から、100年という年でし
た。日本は非常に地震が多く、日本で発生する地震の震源の深さの分布には特

とくちょう

徴が見られま
す。これは、大陸プレートの下に海洋プレートが沈

しず

み込んでいる部分の 2つのプレートの境
界面で地震が特に多く発生しているからです。関東大震災を引き起こした大正関東地震は、図
のＣプレートとＡプレートの境目の相模トラフ沿いで発生したことがわかっています。

D

A

B

C

図

　　表は、ある日に発生した地震Ｘについて、Ⅰ〜Ⅲの ３地点で地震波を観測し、記録したも
のです。地震が発生したときには、震源から先に来る小さな揺

ゆ

れを起こす地震波（Ｐ波）と後
に来る大きな揺れを起こす地震波（Ｓ波）が同時に発生してすべての方向に進みます。しかし、
Ｓ波よりもＰ波の方が速いため、各地点にはＰ波の方が先に到

とう

達
たつ

します。なお、Ｐ波が到達
してからＳ波が到達するまでの時間差を初

しょき

期微
びど う

動継
けいぞく

続時
じか ん

間といい、Ｓ波とＰ波の速さは、地
点によらず一定とします。

表
震源からの距離〔km〕 Ｐ波が到達した時刻 Ｓ波が到達した時刻

地点Ⅰ １６ １０時２６分あ秒 １０時２６分４４秒
地点Ⅱ ５６ １０時２６分４７秒 １０時２6分い秒
地点Ⅲ ８８ １０時２６分５１秒 １０時２７分０２秒
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問 １　下線部について、このような地震の震源の深さの分布の特徴について説明した文とし
て正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．太平洋側で深く、日本海側に向かって浅くなる傾
けい

向
こう

がある。
イ．太平洋側で浅く、日本海側に向かって深くなる傾向がある。
ウ．太平洋側と日本海側では深く、内陸部では浅くなる傾向がある。
エ．太平洋側と日本海側では浅く、内陸部では深くなる傾向がある。

問 ２　図中のプレートＡ、Ｃの名まえをそれぞれ答えなさい。

問 ３　表中のあ、いに入る数値を整数で答えなさい。

問 ４　地震Ｘが発生した時刻は10時何分何秒ですか。
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問 ５　以下の文章は、初期微動継続時間をＴ〔秒〕、震源からの距離をＤ〔km〕として、ＴとＤ
の関係を示したものです。次の文章の空

くうらん

欄に入る語句を後のア～キから選び、それぞれ
記号で答えなさい。ただし、同じ選

せんたくし

択肢を繰
く

り返し選んでもよいこととします。

Ｔ＝（ ① 波が届くまでの時間）－（ ② 波が届くまでの時間）と表すことができます。
震源からの距離Ｄ〔km〕の地点にそれぞれの地震波が届くまでの時間は、

（ ① 波が届くまでの時間）＝
D
③

、（ ② 波が届くまでの時間）＝
D
④

よって、Ｔ＝（
１
③

－
１
④

）×Ｄ

　　　　　＝（
⑤

③ × ④
）×Ｄ

ア．Ｐ　　　　　　　　　　　　　イ．Ｓ
ウ．Ｐ波の速さ　　　　　　　　　エ．Ｓ波の速さ
オ．Ｐ波の速さ＋Ｓ波の速さ　　　カ．Ｐ波の速さ－Ｓ波の速さ
キ．Ｓ波の速さ－Ｐ波の速さ

問 ６　問 5で示した文章の内容を参考に、地震Ｘにおける次の値をそれぞれ求めなさい。

（ １）　震源からの距離が152kmの地点におけるＴ〔秒〕

（ ２）　Ｔ＝13秒になるときの震源からの距離Ｄ〔km〕

問 ７　緊
きんきゅう

急地
じし ん

震速
そくほう

報は、Ｐ波による揺れを感知し、Ｓ波による揺れが始まることを知らせる
ためのものです。地震Ｘにおいて、震源からの距離が２４kmの地点に設置されている地
震計がＰ波を感知したと同時に、各地に緊急地震速報が届けられたとすると、震源から
の距離が１２０kmの地点では、Ｓ波が到達する何秒前に緊急地震速報を受信することにな
りますか。
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問 ８　表の結果から推定した地震Ｘの震央の位置として適切なものを、次の図中のア～キか
ら選び、記号で答えなさい。

地点Ⅱ

地点Ⅰ地点Ⅲ

キ

カ

イア

オ
エ

ウ
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4 　私たちの生活に身近な金属である鉄について考えてみましょう。原料の鉄鉱石（主成分は酸
化鉄）を熱して不純物を取り除くと鉄（鋼

こう

）が得られます。その鋼を加工して製品（鋼材）にする
ことを鉄鋼業といいます。
　　昔の製鉄所は、たたら場とよばれ砂鉄から鉄を取りだす作
業がおこなわれていました。現在の製鉄所では、図 １のよう
に原料として鉄鉱石、ⓐ石灰石、ⓑコークス（石炭を高温で
蒸し焼きにしたもの）を溶

ようこうろ

鉱炉に入れ、下から酸素を加えた
熱風を吹

ふ

きこむことによって鉄を得ています。鉄に関する
後の問いに答えなさい。

問 １　鉄に関する文として正しいものを次のア～カからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．熱や電気を通す。
イ．磁石に引きつけられる。
ウ．赤色である。
エ．塩酸に溶

と

ける。
オ．水酸化ナトリウム水

すい

溶
よう

液
えき

に溶ける。
カ．湿った空気中で少しずつさびて緑色のさびを生じる。

原料

高炉ガス

鉄

熱風

不純物

図 １
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問 2　下線部ⓐの石灰石に関する文として正しいものを次のア～オから選び、記号で答えな
さい。

ア．水に溶ける。
イ．うすい塩酸を加えると酸素が発生する。
ウ．うすい塩酸を加えると二酸化炭素が発生する。
エ．濃い水酸化ナトリウム水溶液を加えると水素が発生する。
オ．濃い水酸化ナトリウム水溶液を加えると塩素が発生する。

問 3　図 ２は、下線部ⓑのコークスを、実験室で石炭から作る際の装置です。この装置や
コークスの性質に関する文として正しいものを次のア～オからすべて選び、記号で答え
なさい。

ア．ガラス管から出てきたけむりに火を近づけると、
けむりが炎

ほのお

を出して燃える。
イ．ガラス管から出てきたけむりに火を近づけると、
すぐに火が消える。

ウ．空気中でコークスに火をつけると、黒いけむり
を出しながら赤く燃える。

エ．空気中でコークスに火をつけると、炎を出さず
に赤く燃える。

オ．空気中でコークスに火をつけると、火はつかず、
何の変化も起こらない。

石炭

図 ２
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　　溶鉱炉の中では、コークスから生じた一酸化炭素が鉄鉱石と反応して二酸化炭素と鉄が生
じます。発生する二酸化炭素と生じる鉄の重さの関係は、表 １のように表されます。なお、表
１では、生じる鉄の重さは不純物を含まないものとして考えています。

表 １　生じる鉄と二酸化炭素の重さの関係
鉄の重さ〔g〕 56 168 280 336 448 840
二酸化炭素の重さ〔g〕 66 198 330 396 528 ⓒ

　　表 １からもわかるように、コークスを利用して鉄を得るには、多くの二酸化炭素が排
はい

出
しゅつ

さ
れるという問題点があります。二酸化炭素の排出量を減らすための取り組みとして、日本で
は、水素ガスを用いる次世代の製鉄法が検討されています。水素ガスを利用することにより、
溶鉱炉内では鉄とともに水が生じます。
　　鉄鉱石と反応させる物質を一酸化炭素ではなく、すべて水素に変えることができたと仮定
して、反応する水素、生じる鉄および水の関係を、表 ２、表 ３に表しています。
　　なお、表 ２、表 ３では、生じる鉄の重さは不純物を含まないものとして考えています。

表 ２　反応する水素の体積と生じる鉄の重さの関係
水素の体積〔L〕 1.5 3 6 12 24 ⓓ
鉄の重さ〔g〕 2.5 5 10 20 40 1500

表 ３　生じる鉄と水の重さの関係
鉄の重さ〔g〕 56 168 280 336 448 840
水の重さ〔g〕 27 81 135 162 ⓔ 405

問 4　表 １～ ３の空欄ⓒ～ⓔに入る数値を答えなさい。

問 5　 5㎏の二酸化炭素の排出により得られる鉄の重さは何㎏ですか。小数第 2位を四捨五
入し、小数第 1位まで答えなさい。

　　　また、同じ重さの鉄を得るために最低限必要な水素の体積は何Ｌですか。小数第 1位
を四捨五入し、整数で答えなさい。
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問 6　水素の発生方法を答えなさい。

問 7　ある重さの鉄鉱石に、水素を2400Lになるまで加えました。そのとき、鉄は ３ kg得ら
れました。

（ １）　生じた鉄の重さ〔kg〕を縦軸、加えた水素の体積〔L〕を横軸にとり、その関係をグ
ラフで表しなさい。

生
じ
た
鉄
の
重
さ

〔kg〕

３

２

１

０
加えた水素の体積〔L〕

1000 2000

（ ２ ）　この反応に用いた鉄鉱石には不純物が多く含まれ、鉄鉱石の中の酸化鉄の重さの
割合は80％でした。また、酸化鉄の中には30％の割合で酸素という成分が含まれて
いました。この反応に用いた鉄鉱石の重さは何kgですか。小数第 2位を四捨五入し、
小数第 1位まで答えなさい。
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

見
渡
す
か
ぎ
り
の
大
海
原
へ
旅
に
出
る
。

②　

後
先
考
え
ず
に
軽
薄
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

③　

先
例
を
戒
め
に
し
て
物
事
に
取
り
組
も
う
。

④　

注
意
深
く
観
察
し
、
微
細
な
変
化
も
見
逃
さ
な
い
。

⑤　

天
災
が
起
こ
っ
た
時
の
策
を
コ
ウ
ズ
ル
。

⑥　

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
レ
ッ
キ
ョ
す
る
。

⑦　

こ
の
時
計
に
は
温
度
計
の
機
能
も
ナ
イ
ゾ
ウ
さ
れ
て
い
る
。

⑧　

メ
ロ
デ
ィ
は
知
っ
て
い
る
が
、
カ
シ
が
わ
か
ら
な
い
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

　

日
本
の
鉄
道
の
運
行
に
つ
い
て
面
白
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　

山
手
線
が
１
周
に
要
す
る
時
間
は
約
60
分
で
あ
る
。
乗
り
換
え
の
有
無
に
も
よ
る
が
、
１
日
に
20
周
程
度
で

き
る
計
算
に
な
る
。
こ
の
約
20
周
分
の
う
ち
、
最
も
速
い
１
周
と
、
最
も
遅
い
１
周
の
時
間
差
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
か
、
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
１
日
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
実
際
に
測
定
を
行
っ
た
人
が
出
し
た

答
え
は
、
15
秒
で
あ
る
。
平
均
的
に
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
、
確
か
め
て
み
て
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

１
分
程
度
の
差
が
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
な
も
の
だ
と
多
く
の
人
は
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
Ｊ
Ｒ
で
は

１

１
分
の
遅
延
が
あ
れ
ば
「
遅
れ
」
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
聞
い
た
。
事
故
等
が
な
け
れ
ば
、
１
周
に
要
す
る
時

間
の
差
は
１
分
以
内
に
な
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
が
組
み
上
げ
ら
れ
、
制
御
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
範
囲
に
収
ま
る
「
15
秒
」
と
い
う
数
字
は
、
日
本
の
鉄
道
関
係
者
の
驚
く
べ
き
努
力
と
技
術

の
結
晶
で
も
あ
り
、
こ
れ
は
技
術
を
超
越
し
た
何
か
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ー
タ
に
も
見
え
る
。

　

極
め
て
誤
差
の
少
な
い
正
確
な
運
行
を
可
能
に
す
る
こ
う
し
た
気
質
を
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思

う
一
方
で
、
正
確
さ
が
重
視
さ
れ
る
あ
ま
り
、
過
剰
な
責
任
を
現
場
の
人
々
が
負
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
、
気
懸
か
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
２
０
０
５
年
に
起
き
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
。

　

鉄
道
を
例
に
挙
げ
た
が
、
日
本
全
体
に
、
ど
の
分
野
に
も
、
２

独
特
の
空
気
と
で
も
い
う
べ
き
言
語
化
し
に

く
い
何
か
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
「
空
気
」
は
、
人
々
が
責
任
感
を
持
っ
て
質
の
高
い
仕
事
を
遂
行
し
た

り
、
個
人
が
努
力
し
て
現
場
の
課
題
を
解
決
し
た
り
と
い
う
大
き
な
社
会
的
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
る

の
だ
が
、
あ
ま
り
に
そ
の
濃
度
が
濃
い
た
め
に
、
窒
息
し
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
人
も
た
び
た
び
見
か

け
る
。

　

誰
も
が
認
め
る
「
正
し
さ
」
と
い
う
空
気
の
よ
う
な
何
か
が
あ
る
。
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
、
と
呼

ぶ
人
も
多
い
よ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
人
を
叩
く
行
為
が
、
こ
の
数
年
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。「
３

正
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し
さ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
で
も
呼
べ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
、
時
に
は
ひ
ど
く
息
苦
し
く
感
じ
ら
れ
る
現
象
で
も
あ

る
。「
正
義
の
た
め
な
ら
誰
か
を
傷
つ
け
て
も
い
い
」「
平
和
の
た
め
な
ら
暴
力
を
行
使
し
て
も
い
い
」
と
い
う

思
考
を
も
つ
人
を
、
私
は
好
き
に
な
れ
な
い
。

　

脳
で
は
こ
の
「
正
し
さ
」
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
頭
前
野
に
は
、
良
心
や
倫
理
の
感
覚
を
司
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
領
域
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
頭
前
皮
質
の
一

部
に
あ
た
る
場
所
で
、
内
側
前
頭
前
皮
質
と
い
う
。
倫
理
的
に
正
し
い
行
動
を
取
れ
ば
活
性
化
さ
れ
、
快
楽
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。「
正
し
さ
」に
反
す
る
行
い
を
し
た
場
合
に
は
逆
に
、
ス
ト
レ
ス
を

生
じ
て
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
る
。
誰
が
見
て
い
な
く
て
も
、
悪
い
こ
と
を
す
る
と
う
し
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
も
の

だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
苦
痛
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
だ
け
書
く
と
、
人
間
の
行
動
を
「
正
し
い
」
側
に
持
っ
て
い
こ
う
と
制
御
す
る
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
捉
え
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
実
際
の
運
用
上
は
そ
う
な
っ
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
の
が

や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
良
心
の
領
域
は
、
自
分
が
「
正
し
さ
」
に
反
す
る
行
い
を
し
た
場
合
だ
け
で
な

く
、
自
分
で
は
な
い
誰
か
が
「
正
し
さ
」
に
反
す
る
行
い
を
し
た
場
合
に
も
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
、
そ
れ
を
解
消

し
よ
う
と
時
に
は
攻
撃
的
な
行
動
を
取
ら
せ
た
り
も
す
る
。

　

つ
ま
り
、
正
し
さ
を
逸
脱
し
た
人
物
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
た
い
と
い
う
欲
求
が
生
じ
る
の
だ
。「
正
義
の

た
め
な
ら
誰
か
を
傷
つ
け
て
も
い
い
」
と
い
う
、
よ
く
考
え
れ
ば
矛
盾
し
た
思
考
の
源
泉
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

巷こ
う
か
ん間
よ
く
言
及
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
人
物
に
制
裁
を
加
え
て
も
自
分
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
攻

撃
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
、
４

こ
れ
は
一
つ
の
示し

さ唆
を
与
え
る
知
見
で
は
な
い
か
と
思
う
。
利
益
に
な
ら
な

い
ど
こ
ろ
か
、
返
り
討
ち
に
遭
う
可
能
性
す
ら
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
人
を
罰
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
制
裁
が
功
を
奏
し
て
、
そ
の
人
物
が
行
動
を
改
め
れ
ば
、
自
ら
の
苦
痛
は
解
消
さ

れ
て
快
楽
物
質
ド
ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
か
ら
だ
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。

　

正
義
の
味
方
と
し
て
、
み
ん
な
の
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
し
た
誰
か
を
見
つ
け
、
そ
こ
に
制
裁
を
加
え
る
だ
け
で
、

お
手
軽
に
快
楽
物
質
が
分
泌
さ
れ
る
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
ん
な
に
手
軽
な
エ
ン
タ
メ
は
他
に
は
な
い
と
い
う
わ

け
だ
。
人
間
が
今
の
姿
で
あ
る
限
り
、
週
刊
誌
的
な
記
事
は
こ
れ
か
ら
も
書
か
れ
続
け
、
読
ま
れ
続
け
る
だ
ろ

う
。

　

い
じ
め
、
と
一
口
に
い
う
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
起
こ
ろ
う
と
も
、
現
象
と
し
て
は
同
じ
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
心
理
学
者
た
ち
の
研
究
を
て
い
ね
い
に
繙ひ

も
とけ

ば
わ
か
る
こ
と
で
、
規
範
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

状
況
下
で
、
い
じ
め
は
よ
り
激
化
す
る
と
い
う
研
究
さ
え
あ
る
。
要
す
る
に
、
規
範
に
従
わ
な
い
者
は
ど
ん
な

目
に
遭
わ
せ
て
も
い
い
、
と
い
う
圧
が
、
規
範
意
識
が
高
い
場
で
は
よ
り
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
理
屈
で
あ
る
。

　
「
正
義
の
味
方
」た
ち
は
、
正
義
を
執
行
す
る
快
楽
に
飢
え
て
い
て
、
み
ん
な
の
正
義
、
み
ん
な
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
な
い
事
例
を
い
つ
も
探
し
て
い
て
、
冷
静
な
言
葉
も
論
理
的
な
思
考
も
こ
の
人
た
ち
を
止
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
遮
ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
い
か
に
そ
れ
が
理
性
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
む
し
ろ
そ
れ
だ
か

ら
こ
そ
、
５

正
義
の
鉄
拳
を
寄
っ
て
た
か
っ
て
揮ふ
る

い
た
が
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
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【
中
略
】

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
に
な
ぜ
、
簡
単
に
正
義
に
中
毒
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
こ
ん
な
や
っ
か
い
な
機
能
が
備

わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

人
間
が
80
億
以
上
の
個
体
集
団
と
し
て
繁
栄
を
謳お

う

歌か

す
る
ま
で
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
６

人
間
と
い
う
種
の

も
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
、
高
度
に
レ
イ
ヤ
ー
化
さ
れ
た

Ａ

を
保
持
す
る
脳
機
能
、
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

い
み
じ
く
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
「
人
間
性
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
私
た
ち
ヒ
ト
は
、
猛
獣
と
戦
っ
て
勝
て
る
よ
う
な
強き

ょ
う
じ
ん靭な
肉
体
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
逃
げ
足
も
遅
く
、
さ
ら
に
は
次
世
代
を
担
う
べ
き
新
生
児
が
い
か
に
も
頼
り
な
い
。
か
な
り
の
時
間

と
労
力
を
か
け
て
育
て
上
げ
な
け
れ
ば
、
自
立
し
て
歩
行
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
こ
ん
な
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱な
種
な
の

に
、
な
ぜ
繁
栄
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
秘
密
が「
人
間
性
」、
つ
ま
り
、
高
度
な
社
会
性
を
備
え
た
脳
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
方

が
で
き
る
。
私
た
ち
が
集
団
を
形
成
し
て
分
業
し
て
協
力
し
合
い
、
そ
の
利
得
を
分
け
合
う
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
繁
栄
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
社
会
性
を
保
持
し
、
集
団
を
つ
く
る
こ

と
そ
れ
自
体
が
、
生
き
延
び
る
た
め
の
武
器
に
な
る
。

　

す
る
と
、
集
団
を
維
持
す
る
た
め
に
邪
魔
に
な
る
要
素
は
、
な
る
べ
く
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

み
ん
な
の
協
力
を
搾さ

く
し
ゅ取
し
、
そ
れ
を
裏
切
る

Ｂ

な
行
動
を
取
り
続
け
る
人
。
こ
う
し
た

Ｂ

な
振

る
舞
い
を
続
け
る
個
体
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
集
団
か
ら
消
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ

も
な
け
れ
ば
そ
の
集
団
は
維
持
で
き
ず
、
丸
ご
と
消
滅
し
、
皆
が
死
に
絶
え
る
可
能
性
が
高
く
な
る
か
ら
だ
。

　

裏
切
り
者
を
排
除
し
、
な
る
べ
く
皆
が
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
脳
に
備
え
付
け
ら
れ
た
必
要

悪
が
「

Ｘ

」
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
自
然
に
説
明
が
つ
く
。

　

利
己
的
な
行
動
は
、
き
わ
め
て
合
理
性
の
高
い
も
の
だ
。
対
照
的
に
、
集
団
を
守
る
た
め
の
正
義
は
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
古
臭
い
道
徳
と
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
７

非
合
理
性
の
権
化
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
う
ん
ざ
り
す
る
ほ

ど
窮
屈
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
か
人
類
社
会
で
は
、
合
理
的
な
判
断
が
、
非
合
理
的
な
「
正
義
」「
人
間
性
」
に
勝
つ
事
例
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
21
世
紀
に
な
っ
た
現
代
で
す
ら
そ
う
だ
。
芸
能
人
・
有
名
人
の
不
倫
を
ど
れ
ほ
ど
叩
い
た
と

こ
ろ
で
、
週
刊
誌
と
、
バ
ッ
シ
ン
グ
対
象
と
潜
在
的
な
競
合
関
係
に
あ
る
者
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
者
に
は
、
何

の

Ｃ

利
益
も
な
い
の
に
、
激
し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
は
、
大
衆
が
飽
き
る
ま
で
止
む
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な

Ｄ

の
高
ま
り
、
自
粛
を
強
要
す
る
ム
ー
ド
が
現
代
の
病
理
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
そ

う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
個
人
が
自
由
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
や
、
自
ら
を
利
す
る
合
理
的
な
判
断
は
、
正
義

だ
と
か
人
間
性
だ
と
か
の
前
に
は
な
り
を
潜
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
長
い
歴
史
的
な
流

れ
が
あ
る
。
ヒ
ト
が
、
集
団
を
つ
く
る
と
い
う
武
器
を
保
持
す
る
た
め
に
。
生
き
延
び
て
、
繁
栄
す
る
た
め
に
。

長
い
歳
月
を
か
け
て
ヒ
ト
の
脳
に
刻
み
込
ま
れ
て
き
た
そ
の
性
質
を
、
今
で
も
私
た
ち
は
受
け
継
い
で
い
る
。

（
中
野
信
子
『
脳
の
闇
』
に
よ
る
）
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問
一　

傍
線
部
１
「
１
分
の
遅
延
が
あ
れ
ば
「
遅
れ
」
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
「
１
分
の

遅
延
」が「
遅
れ
」と
さ
れ
る
の
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

発
車
時
刻
通
り
の
電
車
が
運
行
さ
れ
て
い
な
い
と
、
乗
客
が
別
の
鉄
道
会
社
を
利
用
し
て
し
ま

い
、
自
社
の
利
用
者
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

イ　

極
め
て
誤
差
の
少
な
い
正
確
な
運
行
が
で
き
る
よ
う
、
鉄
道
関
係
者
は
強
固
な
シ
ス
テ
ム
を
作

り
上
げ
て
お
り
、
１
分
以
上
も
遅
延
が
出
る
は
ず
が
な
い
か
ら
。

ウ　

鉄
道
関
係
者
が
重
視
し
て
い
る
の
は
正
確
な
運
行
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
多
少
の
犠

牲
が
出
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
。

エ　

発
車
時
刻
は
鉄
道
会
社
と
乗
客
と
の
契
約
な
の
で
、
例
え
１
分
で
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

そ
れ
は
契
約
を
破
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
。

オ　

鉄
道
関
係
者
の
中
に
、
誤
差
を
少
な
く
し
正
確
に
運
行
し
よ
う
と
い
う
強
い
責
任
感
や
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
気
質
が
あ
る
か
ら
。

問
二　

傍
線
部
２
「
独
特
の
空
気
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
で
起
こ
る
こ
と
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
分
の
仕
事
に
誇
り
や
責
任
を
持
ち
、
誰
か
に
指
示
さ
れ
な
く
て
も
全
力
で
期
待
に
応
え
よ
う

と
す
る
。

イ　

課
題
を
解
決
す
る
た
め
な
ら
ば
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
し
て
い
な
い
人
に
も
手
を
差
し
伸
べ
、

社
会
全
体
の
評
価
が
あ
が
る
よ
う
に
す
る
。

ウ　

休
み
を
取
っ
た
り
、
怠な

ま

け
た
り
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
正
し
く
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
相

手
を
攻
撃
す
る
。

エ　

人
か
ら
言
わ
れ
な
く
て
も
努
力
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
い
う
気
質
が
社
会
を
覆お

お

い
、

努
力
で
き
な
い
人
を
疎
外
す
る
。

オ　

ひ
と
た
び
能
力
の
な
い
と
判
断
し
た
人
に
対
し
て
、
何
を
言
っ
て
も
構
わ
な
い
と
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
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問
三　

傍
線
部
３
「
正
し
さ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

常
識
的
に
考
え
て
、
正
し
い
と
誰
も
が
認
め
る
事
柄
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
人
を
、
排
除
す
る
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
。

イ　

社
会
の
中
で
、
身
近
な
人
が
失
敗
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
手
を
差
し
伸
べ
て
正
し

い
方
向
へ
導
こ
う
と
す
る
こ
と
。

ウ　

正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
が
す
べ
て
の
判
断
基
準
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
基
準
で
物
事
を
考
え

る
人
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

エ　

正
し
く
な
い
行
為
を
見
か
け
る
と
、
何
と
か
し
て
正
し
い
方
向
に
導
こ
う
と
、
大
勢
で
特
定
の

人
物
に
暴
行
を
働
く
こ
と
。

オ　

誰
が
判
断
し
た
か
に
よ
っ
て
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
と
い
う
意
見
が
変
わ
る
よ
う
な
、
曖あ

い
ま
い昧

な
判
断
を
す
る
こ
と
。

問
四　

傍
線
部
４
「
こ
れ
は
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
知
見
で
は
な
い
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
い
う
「
知

見
」
と
は
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
正
し
さ
」
を
前
面
に
出
し
て
相
手
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
、「
正
し
く
な
い
」
自
分
を
補
う
こ
と

が
で
き
、
脳
が
快
楽
を
覚
え
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
。

イ　
「
正
し
い
」
か
「
正
し
く
な
い
か
」
の
判
断
を
正
確
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
か
ど
う
か
、
ま
ず
は
行
動
し
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
。

ウ　

自
分
が
「
正
し
く
な
い
」
行
い
を
し
た
時
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か
が
「
正
し
く
な
い
」
行
い
を

し
た
時
に
も
、
脳
が
苦
痛
を
感
じ
、
解
消
し
よ
う
と
い
う
行
動
を
と
る
こ
と
。

エ　
「
正
し
く
な
い
」行
い
を
し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
相
手
の
失
敗
を
願
い
、
脳
か
ら
快
楽
物
質
が

出
て
く
る
た
め
、
人
間
は
「
正
し
く
な
い
」
人
を
探
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

社
会
的
に
許
さ
れ
て
い
な
い
「
正
し
い
」
行
い
を
す
る
と
脳
は
快
楽
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
た
め
、「
正
し
く
な
い
」
行
い
を
し
た
人
を
攻
撃
し
た
が
る
と
い
う
こ
と
。

問
五　

傍
線
部
５
「
正
義
の
鉄
拳
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア

～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

映
画
の
上
映
中
に
会
話
を
し
た
人
に
対
し
、
静
か
に
す
る
よ
う
大
き
な
声
で
注
意
す
る
。

イ　

ス
ー
パ
ー
で
、
知
り
合
い
で
は
な
い
人
の
赤
ん
坊
の
頬
っ
ぺ
た
を
許
可
な
く
触
る
。

ウ　

万
引
き
し
た
人
が
捕
ま
っ
て
い
る
様
子
を
み
よ
う
と
、
関
係
の
な
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。

エ　

感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
と
き
に
、
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
な
い
人
に
新
品
の
マ
ス
ク
を
渡
す
。

オ　

一
度
完
売
し
た
チ
ケ
ッ
ト
を
、
転
売
サ
イ
ト
で
高
額
で
売
ろ
う
と
す
る
。
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問
六　

傍
線
部
６「
人
間
と
い
う
種
の
も
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
」と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
特
徴
で
す
か
。
最

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

社
会
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
人
間
を
瞬
時
に
判
断
し
、
排
除
し
て
い
く
と
い
う
特
徴
。

イ　

集
団
を
形
成
し
、
各
々
の
力
を
持
ち
寄
っ
て
、
協
力
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
特
徴
。

ウ　

力
が
強
い
人
間
を
見
つ
け
、
寄
生
し
、
守
ら
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
と
い
う
特
徴
。

エ　

大
人
と
比
べ
、
新
生
児
の
生
き
て
い
く
力
が
あ
ま
り
に
も
頼
り
な
い
種
で
あ
る
と
い
う
特
徴
。

オ　

利
得
を
分
け
合
う
こ
と
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

せ
ず
、
家
族
の
よ
う
な
集
団
を
形
成
す
る
と
い
う
特
徴
。

問
七　

空
欄

Ａ

～

Ｄ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
コ
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

利
己
的　
　

イ　

偽
善
的　
　

ウ　

理
性
的　
　

エ　

一
方
的　
　

オ　

経
済
的

カ　

不
寛
容
性　

キ　

人
間
性　
　

ク　

社
会
性　
　

ケ　

共
感
性　
　

コ　

合
理
性

問
八　

空
欄

Ｘ

に
あ
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
『
正
義
の
味
方
』
に
よ
る
制
裁

イ　

正
義
を
振
り
か
ざ
し
た
暴
力

ウ　

正
義
と
い
う
名
の
信
仰

エ　

正
義
を
執
行
す
る
快
楽

オ　

正
義
中
毒
の
被
害
者

問
九　

傍
線
部
７
「
非
合
理
性
の
権
化
の
よ
う
に
も
見
え
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
見
え
る
の

で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア　
「
正
し
い
」
行
い
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
正
し
く

な
い
」
行
い
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
場
面
が
存
在
す
る
か
ら
。

イ　
「
正
し
く
な
い
」行
い
を
し
た
人
を
排
除
し
て
い
っ
た
結
果
、
社
会
全
体
に
不
寛
容
な
空
気
が
広

ま
り
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
。

ウ　

生
き
延
び
る
た
め
に
は
合
理
的
な
判
断
を
無
視
し
、
利
己
的
な
行
い
を
す
る
も
の
を
排
除
し
、

集
団
を
守
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
か
ら
。

エ　

こ
れ
ま
で
生
き
延
び
る
た
め
に
合
理
的
な
判
断
を
し
て
き
た
が
、
現
代
は
合
理
的
な
こ
と
が
悪

い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

オ　
「
正
し
い
」
か
「
正
し
く
な
い
か
」
は
合
理
的
に
判
断
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
集
団
を
守
る
た
め
の

判
断
の
仕
方
が
時
代
に
合
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
か
ら
。
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三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
に
よ
り
、
本
文
の
一
部
に

手
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

意
見
と
は
、
限
ら
れ
た
情
報
の
下
で
（
不
完
全
情
報
）、「
ま
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
、
と
り
あ
え
ず

切
り
取
っ
て
お
い
た
も
の
だ
。
た
と
え
ば
、「
受
験
に
お
い
て
、
入
学
試
験
の
結
果
と
※
１

内
申
書
の
点
数
の
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
べ
き
か
？
」
に
つ
い
て
は
、
お
の
お
の
の
主
張
に
理
由
や
根
拠
が
あ
る
。

　

入
学
試
験
派
の
根
拠
は
、「
学
力
は
、
最
新
の
実
力
で
あ
っ
て
、
前
半
失
敗
し
た
人
に
と
っ
て
は
、
今
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」と
な
る
し
、
そ
の
方
が
公
平
だ
と
な
る
。
他
方
、
内
申
書
派
は
、「
内
申
書
は
生
活

態
度
な
ど
も
含
ま
れ
、
試
験
一
発
よ
り
も
、
ふ
だ
ん
の
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」
と
考
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
、
前
者
が
「
私
は
一
発
勝
負
型
だ
か
ら
、
四
六
時
中
先
生
に
監
視
さ
れ
て
い
る
み
た
い
な
内
申
書
は

生
理
的
に
受
け
つ
け
な
い
」
な
ん
て
言
い
出
し
た
ら
、「
言
葉
じ
ゃ
な
い
。
身
体
が
ノ
ー
っ
て
言
っ
て
る
」
と
い

う
話
に
な
り
、
そ
れ
で
は
「
そ
う
身
体
が
反
応
し
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
？
」
と
な
っ
て
議
論

は
中
断
だ
。

　

逆
に
、
一
発
勝
負
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
地
道
に
頑
張
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
成
績
を
そ
ろ
え
て
い
く
タ
イ
プ

の
生
徒
は
、
入
試
当
日
に
イ
ン
フ
ル
に
か
か
っ
て
、
意
識
朦も

う
ろ
う朧

と
す
る
中
で
失
敗
し
、
一
年
以
上
の
努
力
が
水

の
泡
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
た
「
世
の
中
は
公
平
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
溜た

め
込
む
か
も
し
れ
な
い
。

　
１

こ
う
い
う
時
に
は
、
ど
う
い
う
話
し
合
い
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？

　
２

両
者
の
言
い
分
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
勝
敗
を
決
す
る
と
い
う
や
り
方
で
は
あ
ま

り
上
手
く
い
か
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
ま
ず
は
「
苦
手
科
目
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
本
番
一
発
で
」
の
好

き
嫌
い
判
断
と
か
、「
試
験
の
朝
に
大
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
内
申
で
し
ょ
？
」な
ん
て
い
う
心
配

性
な
意
見
は
心
に
し
ま
っ
て
お
い
て
も
ら
う
。

　

や
る
べ
き
は
、「
ど
こ
ま
で
は
同
じ
道
を
歩
い
て
き
た
の
か
＝
何
に
つ
い
て
ま
で
は
意
見
が
い
っ
し
ょ
な
の

か
」
を
確
か
め
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
次
に
「
ど
こ
で
違
う
道
を
行
こ
う
と
し
て
い
る
か
＝
何
を
め
ぐ
っ
て
選
ぶ

価
値
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
わ
か
る
と
、
本
当
は
「
何
と
何
を

め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
し
ま
う
の
か
」
が
、
話
し
合
う
前
に
比
べ
る
と
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　

内
申
書
主
義
も
一
発
主
義
も
、「
自
分
の
学
力
を
ち
ゃ
ん
と
公
平
に
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
こ
ろ
ま
で
は
同
じ
考
え
で
、
そ
こ
ま
で
は
同
じ
道
を
歩
い
て
き
た
の
だ
。

　

で
も
、
分
か
れ
道
は
「
学
力
は
、
時
間
を
か
け
て
、
何
度
も
試
験
を
し
て
、
教
室
の
中
で
の
学
習
態
度
や
意

欲
な
ど
た
く
さ
ん
の
デ
ー
タ
か
ら
判
断
し
て
決
め
る
方
が
公
平
だ
」と
い
う
考
え
方
と
、「
そ
ん
な
長
い
あ
い
だ

成
績
や
試
験
を
気
に
し
て
、
内
申
書
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
実
力
が
出
せ
な
い
者
も
い
る
し
、
そ
も
そ

も
学
習
の
態
度
と
か
意
欲
な
ど
先
生
と
の
相
性
に
左
右
さ
れ
る
し
、
一
生
懸
命
な
ふ
り
を
す
る
の
が
得
意
な
生

徒
は
、
学
力
じ
ゃ
な
く
て
演
技
力
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
不
公
平
だ
」
と
い
う
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
か
ら
分

か
れ
始
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
う
な
る
と
次
に
論
じ
る
べ
き
こ
と
は
、「
内
申
書
vs
一
発
」
と
い
う
対
決
の
是
非
じ
ゃ
な
く
て
、「
果
た
し

て
学
習
の
意
欲
や
態
度
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
否
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
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そ
こ
か
ら
「
そ
も
そ
も
学
力
と
は
何
な
の
か
？
」
と
い
う
極
め
て
重
要
な
議
論
（
こ
れ
は
教
育
の
世
界
に
お
け

る
永
遠
の
テ
ー
マ
だ
ろ
う
）
に
つ
な
が
る
。

　

そ
れ
が
わ
か
る
と
ど
う
な
る
か
？

　

学
力
＝

Ｘ

　

学
力
＝
不
定
期
に
現
れ
る
個
々
人
の
持
つ
「
ひ
ら
め
き
」
や
「
瞬
発
力
」

　

両
者
の
足
の
置
き
場
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　

そ
れ
じ
ゃ
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

正
し
い
結
論
は
ど
ち
ら
に
な
る
の
か
？

　

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
、
議
論
そ
の
も
の
の
中
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。

　

そ
こ
か
ら
先
は
、
そ
の
時
代
、
そ
の
状
況
、
そ
の
時
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
ち
ら
の
ほ
う
が

「
説
得
的
で
あ
る
か
（
な
る
ほ
ど
と
納
得
で
き
る
筋
道
に
な
っ
て
い
る
か
）」
を
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
え
い

や
っ
！　

と
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
、
時
代
が
変
わ
り
、
状
況
も
変
わ
り
、
生
き
て
い
る
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
れ
ば
、
説
得
力
レ
ー
ス
の
結
果
は
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
発
主
義
の
「
ひ
ら
め
き
」
が
高
く

評
価
さ
れ
た
り
、
逆
に
内
申
書
主
義
の
「
粘
り
強
さ
」
の
素
晴
ら
し
さ
が
、
よ
り
説
得
的
な
言
葉
で
語
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
判
断
は
変
わ
り
う
る
。

　

た
だ
し
議
論
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
絶
対
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

ど
う
い
う
道
を
た
ど
っ
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
共
に
歩
き
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
判
断
が
分
か
れ
た
の
か
を

「
記
録
し
て
お
く
」
こ
と
だ
。

　

そ
れ
を
軽
視
し
た
り
怠
っ
た
り
す
る
と
、
次
の
世
代
に
な
っ
て
も
相
変
わ
ら
ず
、「
オ
レ
・
ワ
タ
シ
、
国
・

数
・
英
以
外
や
る
気
し
な
い
か
ら
」
と
か
「
歌
が
う
ま
い
ん
だ
か
ら
好
き
な
学
校
行
か
せ
て
よ
」
と
い
っ
た
交

通
整
理
か
ら
ま
た
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
し
、
先
人
た
ち
が
到
達
し
た
地
点
か
ら
ず
っ
と
戻
っ
て
、
前

の
地
点
か
ら
や
り
直
し
に
な
っ
て
、
３

僕
た
ち
の
話
し
合
い
の
成
熟
度
を
上
げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

　

ま
と
め
る
。

　

議
論
を
す
る
目
的
は
、
渋
滞
道
の
交
通
整
理
を
す
る
こ
と
と
、
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
き
た
道
と
分
か
れ
道
と

を
確
か
め
て
、
そ
の
理
由
を
突
き
詰
め
て
記
録
し
て
お
く
こ
と
だ
。

　
「
こ
こ
ま
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
対
立
し
て
い
な
い
。
同
じ
気
持
ち
や
価
値
観
を
抱
え
持
っ
て
い
る
の
だ
」

と
確
認
で
き
る
と
、
意
見
の
異
な
る
相
手
に
対
す
る
見
方
も
気
持
ち
も
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
。「
あ
ん
な
に
強

い
言
い
方
し
合
う
ほ
ど
、
意
見
が
違
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
」
と
。
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こ
う
す
る
と
脳
と
ハ
ー
ト
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
っ
て
、「
脳
は
ク
ー
ル
に
、
ハ
ー
ト
は
熱
く
」と
い
う
、
い

い
感
じ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
る
。
４

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
話
し
合
い
に
な
る
条
件
が
で
き
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
議
論
そ
の
も
の
か
ら
は
答
え
を
導
き
出
せ
な
い
理
由
は
何
か
？

　

そ
れ
は
、
僕
た
ち
が
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
偏
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

言
い
間
違
い
じ
ゃ
な
い
ぞ
。「
全
員
、
偏
っ
て
い
る
」
の
だ
。

　

ま
た
君
た
ち
に
若
干
の
メ
マ
イ
を
も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

議
論
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
ま
ず
整
理
し
て
、
確
認
し
て
、
レ
ベ
ル
上
げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？　

ダ
メ
じ
ゃ
ん
。

偏
っ
て
た
ら
！

　

そ
う
反
応
し
た
諸
君
も
い
る
だ
ろ
う
。
す
ま
ん
。
知
性
が
成
長
す
る
た
め
に
一
番
必
要
な
の
は
「
長
時
間
の

勉
強
」
で
も
「
わ
か
る
た
め
の
秘
訣
（
近
道
）」
で
も
な
い
の
だ
。

　
５

メ
マ
イ
な
の
だ
よ
。「
何
よ
！？　

そ
れ
？
…
…
」
と
い
う
宙
ぶ
ら
り
ん
の
感
じ
の
こ
と
だ
。

　

人
間
は
み
ん
な
偏
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
反
対
を
考
え
れ
ば
い
い
。「
偏
っ
て
い
る
」
の
反
対
語
は
、「
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
る
」、
あ
る
い
は
「
中
立
的
だ
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

じ
ゃ
あ
、
尋
ね
て
み
る
。

　

こ
の
世
の
中
に
、「
中
立
」
な
ん
て
も
の
が
本
当
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

僕
の
子
供
の
時
代
は
、
父
親
世
代
が
、
勇
ま
し
い
こ
と
を
男
ら
し
い
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
だ
と
い
う
前
提
で
、

「
男
な
ら
ば
歯
を
食
い
し
ば
れ
！
」
と
、
何
か
に
つ
け
て
食
卓
で
男
の
子
を
怒
鳴
り
つ
け
た
。

　

で
も
今
は
、
僕
が
食
卓
で
「
男
気
見
せ
ろ
よ
」
な
ん
て
中
学
生
の
息
子
に
言
う
と
、「
６

お
父
さ
ん
、
そ
の
発

言
、
今
日
的
に
は
ナ
シ
だ
か
ら
」
と
返
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
各
世
代
に
お
い
て
、
推
定
で
五
～
六
％
く
ら

い
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ（
多
様
な
性
の
あ
り
方
）の
人
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
た
時
代
だ
。
こ

れ
は
、
大
人
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
今
や
小
学
校
の
教
室
で
す
ら
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授

業
も
、
そ
れ
を
慮
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、「
同
性
婚
（
男
と
男
、
女
と
女
の
結
婚
）」
を
結
婚
と
し
て

Ａ

的
に
認

め
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
今
な
お
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
な
い
人
た
ち
も
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
立
は
時

と
し
て

Ｂ

的
な
も
の
と
な
っ
て
、
相
互
に
強
い
罵
倒
や
非
難
を
と
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　

僕
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
確
信
を
も
っ
て
言
え
る
こ
と
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
、「
今
、
目
の
前
で
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懸
命
に
生
き
て
い
る
人
々
が
、
な
る
べ
く
幸
福
感
を
手
に
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
人
類
の
歴
史
の
重
み
、

Ｃ

的
理
由
、
宗
教
的
な
想
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
を
も
っ
た
車
が
行
き
か
う
「
三
車
線
の
交
差
点
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
な
か
に
は
「
人
生
を
か
け

て
賛
成
・
反
対
す
る
」
と
い
う
人
た
ち
も
い
て
、
ど
う
し
て
も
す
ご
く
強
い
衝
突
と
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

「
真
実
と
は
何
か
？
」
と
い
う
話
と
は
別
の
、
選
択
の
問
題
、
つ
ま
り
前
に
説
明
し
た
意
味
で
の
「

Ｄ

的
」
選
択
の
問
題
だ
。

　

同
性
婚
を
認
め
る
。

　

同
性
婚
は
結
婚
で
は
な
い
。

　

は
た
し
て
、
こ
の
二
つ
の
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
意
見
に
中
立
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？

　

同
性
婚
を
認
め
な
い
側
の
人
は
、
同
性
婚
「
も
」
認
め
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
フ
ラ
フ
ラ
し
た
意
見

を
認
め
な
い
。
そ
れ
で
は
同
性
婚
「
を
」
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

「
同
性
婚
を
認
め
な
い
人
は
無
理
し
て
認
め
な
く
て
も
い
い
。
認
め
る
人
が
認
め
れ
ば
」と
し
て
も
、
話
は
同
じ

だ
。
認
め
な
い
人
た
ち
は
「
自
分
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
社
会
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
絶
対

反
対
」
だ
か
ら
だ
。
そ
の
人
た
ち
は
、「
そ
う
い
う
こ
と
は
人
間
の
道
徳
に
反
す
る
」
と
か
た
く
信
じ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
出
て
こ
な
い
。

　

こ
の
と
き
中
立
的
立
場
は
？　

真
ん
中
は
？　

ど
っ
ち
も
歩
み
よ
れ
る
エ
リ
ア
は
ど
こ
？

　

な
い
。

　

同
性
婚
を
認
め
な
い
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
異
性
婚
も
ダ
メ
っ
て
こ
と
に
す
る
…
…
い
や
い
や
、
そ
れ
で
は

多
く
の
人
た
ち
の
価
値
観
に
反
し
て
し
ま
う
。

　

同
性
婚
し
た
い
人
た
ち
に
は
重
税
を
課
す
…
…
ダ
メ
に
決
ま
っ
て
い
る
。
金
を
支
払
わ
な
い
と
幸
せ
に
な
れ

な
い
と
い
う
無
茶
苦
茶
な
話
に
な
る
。
人
権
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

同
性
婚
を
し
て
も
届
け
を
出
さ
な
く
て
い
い
こ
と
に
し
て
静
か
に
見
守
る
…
…
今
ま
さ
に
そ
う
や
っ
て
問
題

を
先
送
り
に
し
て
い
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
不
都
合
や
不
公
平
が
起
こ
っ
て
い
る
。
振
り
出
し
。

　

だ
め
だ
。
や
っ
ぱ
り
。
中
立
な
ん
て
な
い
。

【
中
略
】

　

だ
か
ら
、
議
論
を
す
る
目
的
は
、
正
し
い
結
論
を
出
す
こ
と
で
も
な
く
、
勝
ち
負
け
を
決
め
る
こ
と
で
も
な

く
、
必
ず
「
ど
れ
が
一
番
、
納
得
感
を
も
た
ら
せ
る
か
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
中
立
を
求
め
て
議
論
す
る
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
だ
。

　

す
で
に
議
論
す
る
目
的
の
重
要
な
も
の
の
一
つ
を
、「
ど
こ
ま
で
同
じ
道
を
歩
い
て
き
て
、
ど
こ
か
ら
分
か

れ
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
確
か
め
る
」と
確
認
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、「
分
か
れ
道
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以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う
い
う
偏
っ
た
考
え
な
の
か
を
確
認
し
て
記
録
し
て
お
く
」
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、

人
間
の
考
え
は
世
界
の
こ
と
を
ぜ
ん
ぶ
把
握
し
て
い
な
い
以
上
、
全
員
偏
っ
て
い
る
か
ら
、
記
録
と
は
、
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
偏
り
か
た
を
理
解
し
て
紙
に
書
い
て
お
く
と
い
う
こ
と
だ
。

　

議
論
と
は
、
最
初
か
ら
全
員
が
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
「
あ
な
た
の
考
え
は
偏
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
と
き
に
は
、「
○
○
と
い
う
基
準
を
設
定
し
た
と
す
れ

ば
」
と
い
う
断
り
書
き
を
つ
け
な
い
と
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
だ
。
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
も
同
じ
だ
。

空
気
を
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
ア
キ
ラ
君
が
、「
そ
も
そ
も
学
園
祭
や
る
こ
と
自
体
に
反
対
！　

や
め
よ
う
ぜ
！　

く
だ
ら
ね
ぇ
か
ら
！
」っ
て
提
案
し
た
と
き
に
、
先
生
に
忖
度
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ユ
イ
ち
ゃ
ん
が
、「
そ
れ

は
い
く
ら
な
ん
で
も
な
い
よ
！　

偏
り
す
ぎ
！
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
学
園
祭
は
何
が
な
ん
で
も
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
先
生
も
そ
う
言
っ
て
る
し
」っ
て
い
う
偏
っ
た
意
見
か
ら
す
れ
ば
、
ア
キ
ラ
は
偏
っ
て
る
け

ど
、
ア
キ
ラ
か
ら
す
れ
ば
「
偏
っ
た
こ
と
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
」
と
い
う
話
に
な
る
。
こ
う
い
う
の
を
カ
タ

い
言
葉
で

Ｅ

的
と
い
う
。

　

だ
か
ら
、
あ
る
意
見
が
偏
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
の
は
、
そ
の
内
容
で
は
な
く
て
、「
誰
が
偏
り
の

基
準
を
決
め
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
マ
ウ
ン
ト
を
と
る
こ
と
を
政
治
と
い

う
。「
こ
の
基
準
で
考
え
て
ね
」
と
言
う
こ
と
を
聞
か
せ
よ
う
と
い
う
、
あ
れ
だ
。

　

こ
の
世
に
は
中
立
な
ど
と
い
う
エ
リ
ア
も
立
場
も
な
い
。
基
準
し
だ
い
で
ど
う
に
で
も
変
わ
る
。
だ
か
ら
議

論
を
す
る
目
的
は
、
全
員
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
ど
ち
ら
の
偏
り
の
ほ
う
が
人
の
心
を
動
か
す
言
葉
を

用
意
で
き
て
い
る
の
か
を
基
準
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
品
定
め
を
す
る
た
め
の
準
備
作
業
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

自
分
が
「
偏
っ
て
い
る
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
不
安
に
な
っ
て
い
る
諸
君
よ
。

　
７

心
配
は
い
ら
な
い
よ
。
全
員
そ
う
だ
か
ら
。
中
立
な
ん
て
な
い
。

（
岡
田
憲
治
『
教
室
を
生
き
の
び
る
政
治
学
』
に
よ
る
）

【
注
】

※
１　

内
申
書　

…
…
学
校
の
成
績
や
学
校
生
活
に
つ
い
て
記
録
す
る
、
受
験
の
際
の
書
類
。
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問
一　

傍
線
部
１
「
こ
う
い
う
時
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
「
時
」
の
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

試
験
の
結
果
を
重
視
す
べ
き
な
の
に
、
内
申
書
の
点
数
も
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
て

き
た
時
。

イ　

受
験
に
お
い
て
、
試
験
の
結
果
と
内
申
書
の
点
数
の
ど
ち
ら
に
も
重
視
す
べ
き
理
由
が
な
い
時
。

ウ　

判
断
す
る
情
報
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
試
験
と
内
申
書
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
べ
き
か
を
決
め

る
時
。

エ　

試
験
と
内
申
書
と
い
う
、
本
来
対
立
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
意
見

が
割
れ
る
時
。

オ　

受
験
の
結
果
を
、
試
験
の
結
果
や
内
申
書
の
点
数
以
外
の
要
素
で
決
め
る
方
法
が
な
い
時
。

問
二　

傍
線
部
２「
両
者
の
言
い
分
」と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
そ

の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

内
申
書
主
義
は
、
試
験
の
結
果
で
そ
の
人
の
学
力
が
測
れ
な
い
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
一
発

主
義
は
、
当
日
の
試
験
の
結
果
こ
そ
が
そ
の
人
の
本
当
の
実
力
と
考
え
て
い
る
。

イ　

内
申
書
主
義
は
、
当
日
の
ト
ラ
ブ
ル
で
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
水
の
泡
に
な
る
の
を
心
配
す
る
の

に
対
し
て
、
一
発
主
義
は
、
試
験
な
ら
ば
ふ
だ
ん
の
努
力
も
判
断
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ウ　

内
申
書
主
義
は
、
ふ
だ
ん
の
力
が
そ
の
人
の
も
つ
本
来
の
実
力
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
一
発

主
義
は
、
苦
手
科
目
が
あ
る
場
合
に
内
申
書
の
判
断
は
公
平
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

エ　

内
申
書
主
義
は
、
学
習
態
度
や
意
欲
と
い
っ
た
試
験
で
は
測
れ
な
い
力
を
重
視
す
る
の
に
対
し

て
、
一
発
主
義
は
、
試
験
の
受
け
方
か
ら
学
習
態
度
や
意
欲
も
は
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

オ　

内
申
書
主
義
は
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
実
力
を
判
断
す
る
の
が
公
平
と
考
え
る
の

に
対
し
て
、
一
発
主
義
は
、
最
新
の
学
力
を
試
験
で
判
定
す
る
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

問
三　

Ｘ

に
あ
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

反
復
的
訓
練
を
継
続
す
る
力

イ　

日
常
的
学
習
を
復
習
す
る
力

ウ　

問
題
に
正
確
に
答
え
る
力

エ　

粘
り
強
く
試
験
に
取
り
組
む
力

オ　

持
続
的
に
自
学
自
習
す
る
力

問
四　

傍
線
部
３
「
僕
た
ち
の
話
し
合
い
の
成
熟
度
を
上
げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で

す
か
。
そ
の
理
由
を
、
四
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。
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問
五　

傍
線
部
４
「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
話
し
合
い
に
な
る
条
件
が
で
き
て
く
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

お
互
い
の
主
張
の
同
じ
部
分
と
異
な
る
部
分
と
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
冷
静
で
論
理
的
な
話

し
合
い
が
可
能
に
な
る
か
ら
。

イ　

相
手
の
意
見
が
理
解
で
き
る
と
自
分
の
見
方
や
考
え
に
も
変
化
が
生
ま
れ
、
よ
り
創
造
的
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
る
か
ら
。

ウ　

議
論
の
中
で
勝
ち
負
け
を
決
め
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
た
め
、
相
手
の
主
張
を
よ
り
じ
っ
く

り
聞
く
余
裕
が
生
ま
れ
る
か
ら
。

エ　

一
見
、
対
立
し
て
い
る
か
に
見
え
て
も
、
主
張
の
同
じ
部
分
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
対
立
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
か
ら
。

オ　

お
互
い
の
主
張
や
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
争
点
が
は
っ
き
り
し
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
を
判
断
し
や
す
く
な
る
か
ら
。

問
六　

傍
線
部
５
「
メ
マ
イ
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
メ
マ
イ
」
は
な
ぜ
知
性
を
成
長
さ
せ
る
と
言
え
る
の
で
す
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

メ
マ
イ
を
起
こ
す
ほ
ど
深
く
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
知
性
は
活
性
化
す
る
か
ら
。

イ　

答
え
が
出
な
い
問
題
に
は
、
判
断
を
し
な
い
こ
と
が
正
し
い
知
性
の
あ
り
方
だ
か
ら
。

ウ　

二
つ
の
対
立
す
る
視
点
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
、
物
の
見
方
が
深
ま
る
か
ら
。

エ　

あ
え
て
極
端
な
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
真
理
に
到
達
で
き
る
か
ら
。

オ　

中
立
性
と
偏
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
人
間
理
解
に
つ
な
が
る
か
ら
。

問
七　

傍
線
部
６
「
お
父
さ
ん
、
そ
の
発
言
、
今
日
的
に
は
ナ
シ
だ
か
ら
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア　

勇
ま
し
さ
と
男
ら
し
さ
の
意
味
を
取
り
違
え
る
こ
と
は
、
多
様
性
に
つ
い
て
の
誤
解
に
な
り
か

ね
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

多
様
性
の
時
代
に
あ
っ
て
、
性
別
に
よ
る
役
割
の
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
は
配
慮
を
欠
い
た
見
方
に
な

る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

今
日
で
は
子
ど
も
が
親
に
反
論
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
と
な
り
、
そ
れ
は
多
様
性
の
到
来
を
意

味
す
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

男
性
の
社
会
的
立
場
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
男
気
を
見
せ
る
場
面
が

減
っ
た
と
い
う
こ
と
。

オ　

男
な
ら
ば
根
性
を
出
す
べ
き
と
い
う
発
言
は
、
根
性
を
出
し
づ
ら
い
現
代
の
男
性
に
対
す
る
差

別
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
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問
八　

空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
キ
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

相
対　
　
　

イ　

戦
闘　
　

ウ　

政
治　
　

エ　

法
律

オ　

生
物
学　
　

カ　

感
情　
　

キ　

論
理

問
九　

傍
線
部
７
「
心
配
は
い
ら
な
い
よ
。
全
員
そ
う
だ
か
ら
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お

う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

意
見
に
偏
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
基
準
次
第
で
そ
の
偏
り
は
変
わ
り
得
る
の
で
、
そ
れ
を
偏

り
と
は
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
偏
り
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
現
実
的
に
不
可
能
な
、
中
立
と
い
う
立
場
に
こ
だ

わ
ら
な
く
て
良
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

中
立
と
い
う
立
場
は
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
た
め
、
自
分
と
他
人
と
の
偏
り
の
違
い
を
考
え
る

必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　

意
見
は
、
偏
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
は
な
く
、
人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
言
葉
か
ど
う
か
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

意
見
が
偏
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
も
、
指
摘
を
し
た
人
物
の
方
が
偏
り
が
大
き
い
た
め
、
不

安
に
思
わ
な
く
て
良
い
と
い
う
こ
と
。

問
十　

次
の
選
択
肢
の
う
ち
、
筆
者
の
主
張
に
合
致
す
る
も
の
を
次
の
ア
〜
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

人
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
り
を
も
つ
た
め
、
そ
の
偏
り
を
自
覚
し
た
上
で
、
相
手
に
合
わ
せ
て

自
分
の
意
見
を
変
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

イ　

ど
の
意
見
が
正
し
い
か
は
、
正
し
さ
の
基
準
を
決
め
る
政
治
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、
議
論
す

る
こ
と
自
体
に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
。

ウ　

議
論
の
中
で
出
さ
れ
る
結
論
と
は
、
一
時
的
に
「
正
し
い
」
と
多
く
の
人
が
納
得
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

エ　

成
熟
し
た
議
論
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
過
程
と
、
各
自
が
ど
の
よ
う
な
偏
り
を

持
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ　

自
分
の
主
張
が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
か
を
自
覚
し
、
無
意
識
の
差
別
を
し
な

い
よ
う
に
注
意
深
く
な
る
べ
き
で
あ
る
。
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